
市
政
の
重
要
事
項
の
報
告

　
朝
長
市
長
が
　
月
定
例
市
議
会

12

�
　
月
　
日
開
会
�で
報
告
し
た
�
市

11
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政
の
重
要
事
項
�
を
抜
粋
�
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
�
提
案
し
た
議

案
等
の
概
要
は
次
号
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
�

韓
国
・
中
国
へ
の
市
長
訪
問
団
派
遣

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
�

11

16

20

本
市
の
姉
妹
都
市
等
で
あ
る
韓
国
釜

山
広
域
市
西
区
� 坡
州
 市
�
中
国
瀋

パ
ジ
ユ

陽
市
を
訪
問
し
ま
し
た
�

　
観
光
ト
�
プ
セ
�
ル
ス
と
し
て
は
�

中
国
瀋
陽
市
に
お
い
て
�
航
空
機
や

ク
ル
�
ズ
客
船
に
よ
る
観
光
客
の
誘

致
促
進
を
図
る
た
め
�
現
地
旅
行
会

社
を
訪
問
し
�本
市
の
観
光
プ
ロ
モ
�

シ
�
ン
を
行
い
ま
し
た
�

　
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流
と
し
て
は
�

釜
山
広
域
市
西
区
庁
長
�
坡
州
市
長
�

瀋
陽
市
の
ト
�
プ
で
あ
る
瀋
陽
市
委

員
会
書
記
�
瀋
陽
市
政
府
副
市
長
に

お
会
い
し
�
青
少
年
交
流
や
文
化
交

流
�
観
光
交
流
の
ほ
か
�
周
年
事
業

を
視
野
に
入
れ
た
今
後
の
交
流
関
係

の
深
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
�

　
今
回
の
訪
問
を
き
�
か
け
と
し
て
�

さ
ら
な
る
観
光
客
誘
致
や
姉
妹
都
市

等
と
の
交
流
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
�

旧
軍
港
4
市�
横
須
賀
�呉
�佐
世
保
�

舞
鶴
�の
連
携
に
よ
る
近
代
化
遺
産

の
活
用

　
明
治
期
に
海
軍
鎮
守
府
が
置
か
れ

た
�
横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
�

の
旧
軍
港
4
市
で
は
�
現
在
�
そ
れ

ぞ
れ
に
所
在
す
る
近
代
化
遺
産
に
つ

い
て
�
国
や
関
係
府
県
の
協
力
を
得

な
が
ら
��
日
本
遺
産
�
認
定
に
向

け
た
活
動
に
一
丸
と
な
�
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
�

　
　
月
　
日
に
は
�
そ
の
活
動
の
一

11
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環
と
し
て
�
旧
軍
港
四
市
・
近
代
化

遺
産
フ
�
�
ラ
ム
��
旧
軍
港
市
振
興

協
議
会
主
催
�
東
海
大
学
校
友
会

館
・
東
京
都
千
代
田
区
�を
開
催
し
�

文
化
庁
や
報
道
機
関
�
旅
行
会
社
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�

　
4
市
の
市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
�

ス
カ
�
シ
�
ン
で
は
�
各
市
に
所
在

す
る
近
代
化
遺
産
の
魅
力
や
4
市
共

同
に
よ
る
P
R
と
い
�
た
連
携
策
な

ど
に
つ
い
て
�
意
見
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
�

　
今
後
も
4
市
を
つ
な
ぐ
ル
�
ト
の

構
築
や
ガ
イ
ド
人
材
の
養
成
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
�
日
本
遺
産
認

定
に
向
け
た
活
動
も
含
め
�
旧
軍
港

4
市
連
携
に
よ
る
近
代
化
遺
産
の
活

用
に
関
す
る
取
り
組
み
に
鋭
意
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
�

�
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
�
欧
州
プ
ロ
モ
�
シ
�
ン

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
�

10

26

30

長
崎
県
と
関
係
6
市
2
町
が
一
体
と

な
り
��
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
�
の
来
年
度
の
世
界

遺
産
登
録
へ
向
け
た
関
連
団
体
へ
の

働
き
掛
け
を
行
う
�
欧
州
プ
ロ
モ
�

シ
�
ン
事
業
�
を
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

で
実
施
し
ま
し
た
�

　
パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
企
画
展
示

会
を
開
催
し
��
長
崎
の
教
会
群
�
に

つ
い
て
の
資
産
の
価
値
や
歴
史
的
背

景
な
ど
を
紹
介
し
�
本
市
の
�
黒
島

天
主
堂
�
に
つ
い
て
も
�
本
市
か
ら

参
加
し
た
川
田
副
市
長
を
中
心
に
�

ユ
ネ
ス
コ
各
国
代
表
の
皆
さ
ま
な
ど

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
活
動
を

行
い
ま
し
た
�
ま
た
�
在
フ
ラ
ン
ス

日
本
国
大
使
を
訪
問
し
��
長
崎
の

教
会
群
�
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

た
プ
ロ
モ
�
シ
�
ン
も
行
い
ま
し
た
�

　
今
後
も
長
崎
県
を
は
じ
め
関
係
自

治
体
と
協
力
し
な
が
ら
��
長
崎
の

教
会
群
�
の
世
界
遺
産
登
録
へ
向
け

た
準
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
�

�
広
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
�
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰

　
　
月
　
日
��
佐
世
保
市
立
広
田

11

19

小
学
校
P
T
A
�
が
平
成
　
年
度
優
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良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
�
本
市
に
お
い
て
は

昨
年
に
引
き
続
き
2
年
連
続
�
通
算

　
校
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
�

14　
広
田
小
学
校
は
県
内
最
大
の
大
規

模
校
で
す
が
�
今
回
の
受
賞
は
�
円

滑
な
組
織
運
営
�
学
校
行
事
・
環
境

整
備
な
ど
ニ
�
ズ
に
応
じ
た
学
校
支

援
活
動
�
ま
た
P
T
A
活
動
へ
の
父

親
の
積
極
的
な
取
り
組
み
�
組
織
的

か
つ
継
続
的
な
青
少
年
健
全
育
成
の

仕
組
み
づ
く
り
�
さ
ら
に
は
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
し
た
見
守
り
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
�

　
本
市
で
は
今
後
も
P
T
A
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
�
家
庭
や
地
域
の
教

育
力
向
上
を
推
進
し
�
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
�

全
国
大
会
等
に
お
け
る
佐
世
保
勢

の
活
躍

　
9
月
　
日
か
ら
　
月
6
日
ま
で
和

26

10

歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
�
第
　
回
国

70

民
体
育
大
会
�
に
お
い
て
�
バ
レ
�

ボ
�
ル
競
技
少
年
女
子
の
部
で
九
州

10

4市の近代化遺産や観光地などの情報を
発信している旧軍港4市のホームページ

広田小学校

市
政
ト
ピ
�
ク
ス

▼

文
化
学
園
高
校
バ
レ
�
ボ
�
ル
部
が
�

ま
た
�
山
岳
競
技
少
年
女
子
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
の
部
で
佐
世
保
東
翔
高
校
2

年
生
の
大
河
内
 芹
  香
 選
手
と
木
下
茜

せ
り
 か

選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
長
崎
県
代
表
と
し

て
出
場
し
�
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
�

九
州
文
化
学
園
高
校
バ
レ
�
ボ
�
ル

部
は
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

に
続
い
て
の
全
国
制
覇
と
な
り
ま
す
�

　
　
月
3
日
か
ら
　
日
ま
で
台
湾
で

10

11

開
催
さ
れ
た
�
第
8
回
ア
ジ
ア
太
平

洋
ろ
う
者
競
技
大
会
�
陸
上
競
技
女

子
4
0
0
俊
リ
レ
�
に
お
い
て
�
日

本
代
表
メ
ン
バ
�
の
一
員
と
し
て
本

市
在
住
の
田
井
小
百
合
選
手
が
出
場

し
�
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
�

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
東
京
都

10

16

18

で
開
催
さ
れ
た
�
第
　
回
全
日
本
新

48

人
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
�
少
年

男
子
の
部
に
お
い
て
�
大
野
中
学
校

3
年
生
の
徳
久
 恵
  大
 選
手
が
見
事
優

け
い
 た

勝
さ
れ
ま
し
た
�

　
こ
れ
ら
の
活
躍
は
�
選
手
自
身
と

選
手
を
支
え
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

絶
え
間
な
い
努
力
の
成
果
で
あ
り
�

市
民
の
大
き
な
誇
り
で
す
�

中
核
市
移
行
が
正
式
決
定

　
　
月
　
日
�
政
府
は
本
市
を
4
月

11
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1
日
か
ら
中
核
市
に
指
定
す
る
政
令

を
閣
議
決
定
し
�　
月
2
日
に
政
令

12

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
で
�
本
市
の
中

核
市
移
行
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
�

　
こ
の
こ
と
に
関
し
�
朝
長
市
長
は

次
の
よ
う
な
主
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
ま
し
た
�

　�
今
後
�
中
核
市
と
し
て
の
新
た

な
市
政
運
営
の
か
じ
取
り
を
行
う
に

当
た
り
�
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
�
本
格
的
な
分
権

型
社
会
の
時
代
を
迎
え
る
中
�
よ
り

幅
広
い
事
務
権
限
の
行
使
を
通
じ
�

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
行
政
体
制
・

機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
�
県

北
及
び
西
九
州
北
部
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
�
自
治
体
に
お
け
る
機
能

や
都
市
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
�
さ

ら
な
る
市
勢
と
圏
域
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
�
今
後
と

も
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
�
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�
中
核
市
の
指
定
に
係
る
申
出

書
�
を
高
市
総
務
大
臣
に
手
渡
し

た
朝
長
市
長�
　
月
9
日
�

10

市
長
に
優
勝
を
報
告
し
た
徳
久

恵
大
選
手

2060年時点で人口20万人を維持！
「佐世保市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定しました
　10月30日、本市は地方創生に向け人口減少対
策などをまとめた「佐世保市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を策定しました。その概要など
についてお知らせします。

地方創生のための佐世保の総合戦略
　「地方創生」とは、国の重点政策の一つで、地
方の人口減少に歯止めをかけ、首都圏への人口
集中を是正し、地方の自律的な活性化などを促
すための取り組みです。「佐世保市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」は、こうした全国的な動き
に対応するもので、本市の長期的な人口ビジョ
ンや総合戦略に関する目標、取り組みなどを示
したものです。

本市が目指す将来の人口像
　本市は多くの若い人が就学や就職により佐世
保を離れ、転出超過の状態であり、このままでは
市の人口が2040年には20万人を割り込み、2060
年には15万人を切ると推計されています。
　一方、本市の「合計特殊出生率」（1人の女性が
一生に産む子どもの平均数）は「1.82」（2013年）
と全国平均「1.43」より高くなっており、さらに
市民アンケート調査（2015年調査）による市民が
希望する出生率は「2.09」と人口維持に必要な
「2.07」を上回っています。
　これらの状況や中核市移行などの動向を踏ま
え、本市の人口減少対策には次の3つの目標を掲
げています。
暫2030年までに市民の希望を反映した合計特殊
　出生率「2.09」を達成します
暫2040年までに「転入超過」に切り替えます
暫2060年の時点で、中核市の要件である人口20
　万人を維持することを目指します

総合戦略の概要（趣旨）
　地方創生の取り組みは行政だけでなく、市民・
企業・団体の皆さまの主体的な取り組みとの連携
が必要です。そのため、市総合戦略では「政策連
携」「官民連携」「地域連携」の3つの連携を掲げ
ています。詳しくは市ホームページ
に全文を掲載していますので、どう
ぞご覧ください。


